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要 旨

1. 問題と目的

日本語ではユーモアはポジティブな意味として使うが，海外ではポジティブな意味だけではな

くネガティブな意味も含まれている。それ故に，ユーモアの定義が曖昧となり(上野，1993；深

田・加藤，2000；吉田，2012)，研究が困難となってしまうことが問題とされている(椎野，2012)。

Martin ら(2003)は，様々なユーモアスタイルが心理的健康に異なる形で関連すると考え，Humor

Styles Questionnaire (以下；HSQ)を作成した。HSQ は，対人間の緊張を和らげる「親和的ユー

モア」，自分を励ます自己高揚的ユーモア，自分を過度にネタにする自虐的ユーモア，相手を攻撃

する攻撃的ユーモアで構成されている。日本では，HSQ の翻訳版として，木村ら(2008)の邦訳版

HSQ，吉田(2012)の日本語版 HSQ が作成されている。しかし，これらには問題点があり，その

一つとして，HSQ を作成したカナダのユーモアと日本のユーモアのとらえ方の違いが上げられ

る。そこで，本研究では最もユーモアを使用する世代であり，最も精神的に不健康になる世代で

あると言われている青年期を対象に，Martin ら(2003)の４つのユーモアスタイルを踏まえて，予

備調査では今までの日本語版 HSQ の問題点を改善した日本人向け HSQ 尺度を作成すること，

本調査では予備調査の結果を踏まえて日本人におけるユーモアの心理的効用について検討した。

2. 方法

2014 年 5 月～11 月，都内A 大学(18 歳～25 歳)の大学生(予備調査 130 名，本調査 226 名)に対

し，質問紙調査を実施した。

(1) 予備調査

Martin et al.の 4 つのユーモアスタイルを踏まえ，日本人の感覚にも当てはまりそうな項目を

新たに作成し，合計40項目を候補として予備尺度を作成した。質問紙の内容は①日本人向けHSQ

予備尺度候補数 40 項目，②邦訳版 HSQ，③ フェイスシートとした。

(2) 本調査

より日本人向けに作られた HSQ の改訂版を作成するため，オリジナル HSQ 項目の意味に近

しい訳として一部修正した吉田版 HSQ(2012)を使用し，それに予備調査で内的一貫性が高いと判

断された項目を加えてより信頼性が高い日本人向け HSQ を作成した。また Martin(2006)が提唱

した「ユーモアと精神的健康の 3 条件」を基にユーモアの心理的効用を確認すべく,以下の尺度と

吉田版 HSQ と新たに作成した日本人向け HSQ の相関を調べた。100 項目以内に調整する為，質

問紙を 2 種類用意した。共通項目を①フェイスシート，②予備調査で作成した日本人向け HSQ

尺度，③日本語版ユーモアスタイル質問紙(吉田，2012)とし，A パターンを④精神的回復力尺度(小

塩ら，2002)，⑤Rosenberg 自尊感情尺度(Mimura＆Griffiths，2007;内田ら，2010)，B パター

ンを④STAI 日本語版(状態不安)(清水ら，1981) ，⑤成人用ソーシャルスキル自己評定尺度(関係

開始，関係維持，主張性)(相川ら，2005)とした。

結果

(3) 予備調査

ネガティブユーモアについては，オリジナルHSQと比較して，邦訳版HSQは項目数，Cronbach

の α係数ともに低い結果となった。それに対し，日本人向け HSQ 予備尺度候補は攻撃的ユーモ

アに関しては，木村らと同様に他の因子と比べて低い値となったが，全体的な項目数や α係数を

見たところ，邦訳版 HSQ より今回作成した予備尺度のほうが高い値が出た。

(4) 本調査

今回作成した日本人向け HSQ は最終的に 4 因子 25 項目が抽出された。吉田版 HSQ は，オリ
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ジナル版 HSQ と同じ 4 因子となったが，項目数，α係数ともにオリジナル版 HSQ より低い結果

となった。それに対し，今回作成した日本人向け HSQ は，攻撃的ユーモア以外に新規項目が追

加され，α 係数も高い結果(α＝.84～.71)となり，既存の日本語版 HSQ より改善された。また，

男女差の検討をしたところ，自虐的ユーモア，攻撃的ユーモアについては，共に女性よりも男性

の方が有意に高い(ｐ＜.01)結果が示された。心理的効用の結果については表１に記す。

3. 考察

本研究で作成した日本人向け HSQ 尺度は，新規項目が追加され，α 係数なども既存の日本語

版 HSQ 尺度より高い結果となったことから，有用性の高い尺度が作成されたと考えられる。し

かし，攻撃的ユーモアについては項目数も少なく α係数もやや低いことから改善の余地があった。

心理的効用については，親和的ユーモアは，肯定的な未来志向と関係開始，関係維持との間に関

連が見られたことから，対人関係を構築し維持するために効果的なユーモアスタイルであるが，

感情調整，主張性と関連がないことから，必ずしも個人の感情の調整や主張に良い影響を与えな

いユーモアであると考えられる。続いて，自己高揚的ユーモアは，肯定的な未来志向，感情調整

や関係開始，自尊感情との間に関連が見られた。直面した困難やストレスに対して，自分を励ま

すユーモアの効果だけではなく，他者との関係も構築することについて有効なユーモアスタイル

であることが示された。また自虐的ユーモアについては，心理的諸尺度と.20 以上の相関が見ら

れなかったことから，必ずしも個人に悪い影響は与えないユーモアであると考えられる。

今後，攻撃的ユーモアの改訂に加え，カナダと日本の心理的効用の違いについて，対象者を幅

広い地域や世代，また他の心理的効用を取り上げるなど，さらに詳細に検討することが課題であ

る。

親和的 .230 * -.013 .173 .272 ** .315 ** .167 .160 -.113

自己高揚的 .374 ** .324 ** .167 .465 ** .144 .186 * .509 ** -.124

自虐的 -.083 -.148 -.085 .134 -.090 -.033 -.191 * .069

攻撃的 -.146 -.087 -.147 -.017 -.339 ** -.157 -.010 .051

感情調整 主張性 STAI（状況）自尊感情関係開始
肯定的な
未来志向

関係維持

表１，日本人向けHSQ尺度と各尺度との相関

新奇性追求

精神的回復力

*ｐ＜0.05 **ｐ＜0.01

ソーシャルスキル
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